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本社ビル外装木質化の第二期工事が竣工 

外装材としての木材需要の更なる拡大を図る 

ニュースポイント 

ナイス株式会社（本社：横浜市鶴見区、社長：津戸 裕徳）は、オリジナル木材商品による本社外装の木質

化の第二期工事を昨年 11 月より実施し、このたび竣工いたしましたのでお知らせいたします。 

2023 年 12 月に竣工した第一期工事では、表層圧密技術によってスギの表面硬度を高めた「Gywood®」や

自然な木目の立体感と美しい陰影を持たせた「凸凹 Gywood」、耐久性の高い飫肥杉を使用する「ObiRED®」

などのオリジナル商品を用いて、エントランス周辺の柱や外壁などの木質化を実施しました。今回の第二期

工事では、木質化範囲を更に広げるとともに、意匠性や強度を向上させる表面加工・圧密加工を施した木材

を使用することで、外装材としての更なる用途拡大を図っております。 

外構の柱の仕上げ面には、商業施設などの非住宅建築物における多様な外装仕上げのニーズに対応する、

市松模様など 4 種類の異なる模様の仕上げ材を使用しました（図 1）。スギやヒノキ、アカマツの圧密材に高

精度な機械加工を施し、非木質の仕上げ材で見られるような立体的で意匠性の高いテクスチャを木材で実現

しています。また、木材利用の前例が少ない外装床材として、高圧縮率のスギ圧密材に防腐・防蟻処理を施

した床タイル材を試験的に施工し、経年変化の定点観察を行いながら実用化を目指します（図 2）。 

 加えて、外壁木質化による断熱性能の向上効果やヒートアイランド現象の抑制効果の検証を併せて行って

まいります。工法や耐候性、耐久性などの外装木質化の課題解決に向けた検証を行う活きたショールームと

して本事例を活用し、外装木質化の更なる普及につなげてまいります。 

 当社は引き続き、国産材の高付加価値化を図り、外装用途をはじめ非住宅建築分野における新たな木材需

要の創造に努めてまいります。 

 
図 1：柱の 4面で異なる模様の仕上げ材を 図 2：床タイル材の施工にあたっては、防滑性 

図 3：社員通用口では、高圧縮率のスギ材を 

使用（写真は市松模様） や耐久性の事前検証を実施 

 

サイディングのように張り上げ 

 


